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物  質  名 安息香酸 ＤＢ－3 

別  名 カルボキシベンゼン、ベンゼンカ

ルボン酸 
構 造 式 

 

CAS番号 65-85-0 
PRTR番号 － 
化審法番号 3-1397 
分子式 C7H6O2 分子量 122.12 
沸点 249.2℃1) 融点 122.4℃1) 
蒸気圧 4.19 pKa（25℃、実測値）2) 換算係数 1 ppm = 4.99 mg /m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 1.87（実測値）3) 水溶性 3.4×103（25℃、実測値）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 1,940 mg/kg 5)  
 ラット 経口 LD50 1,700 mg/kg 5)  
 ラット 吸入 LC50 > 26 mg/m3 (1hr) 5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、0.076、0.38、0.76％の濃度で 28日間混餌投与（0、65、324、648 mg/kg/day）し
た結果、投与群で死亡、毒性症状、剖検での異常はなかった 6) 。この結果から、NOAEL を
0.76％（648 mg/kg/day）とする。 

・ラットに 0、0.5、1％の濃度で混餌投与した 4 世代試験（F0、F1世代には生涯、F2世代には

16週間、F3世代には交尾まで投与）の結果、0.5%以上の群の全世代で体重、臓器重量に影響
がなかった。F2世代は哺育期間後（16週間）で剖検されたが、臓器（詳細不明）への影響は
なかった 7) 。この結果から、NOAELを 1%（750 mg/kg/day）とする。 

・ラットに 0、1.5％の濃度で 18ヵ月間混餌投与（0、750 mg/kg/day）した 2試験の結果、2試
験の 1.5%群で体重増加の抑制がみられ、1試験で死亡率の増加もみられたとの報告 8) が

あるが、この報告は暫定的なもので、詳細は不明である。 
・ラットに 0、25、250、1,200 mg/m3を 4週間（6時間/日、5日/週）吸入させた結果、25 mg/m3

以上の群の肺で濃度依存性はなかったものの、間質細胞浸潤及び間質性線維症の発生率の増

加がみられた。また、250 mg/m3以上の群の雌で上気道の刺激、腎臓の絶対及び相対重量の減

少、1,200 mg/m3群で死亡（2/20匹）、体重増加の抑制等がみられた 9) 。この結果から、LOAEL 
を 25 mg/m3（ばく露状況で補正：4.5 mg/m3）とする。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、0.5、1％の濃度で混餌投与した 4 世代試験（F0、F1世代には生涯、F2世代には

16週間、F3世代には交尾まで投与）の結果、0.5%以上の群で受胎能、哺育期間への影響はな
かった 7) 。この結果から、NOAELを 1％（750 mg/kg/day）とする。 

・雌ラットに 0、510 mg/kg/dayを妊娠 9日目に強制経口投与した結果、510 mg/kg/day群で胚吸
収率、胎仔の奇形の影響はなかった 10)。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・眼、皮膚、気道を刺激し、眼に入ると発赤、痛み、皮膚に付くと発赤、灼熱感、痒み、経口

摂取すると腹痛、吐き気、嘔吐、吸入すると咳、咽頭痛を生じる。接触すると非アレルギー
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性発疹を引き起こすことがある 11)。 
・皮膚に軽度の刺激性があるが、アレルギーはまれである 12) 。 
・6人の男性に 0.3～0.4 gの本物質を食事に混ぜて最大 62日間摂取させた結果、血液、尿の成
分、窒素バランス等への影響はなかった 13) 。 

・非ケトン性高血糖症、代謝異常の症状を軽減するために、幼児 3 人に 125～1,000 mg/kg/day
の本物質 Na 塩を 1 日に 4 回に分けて経口投与した結果、高用量の投与を受けている間、全
員に食欲不振と嘔吐がみられ、900 mg/kg/dayでは繰り返し嘔吐があった。1人については、
1,000 mg/kg/day の投与後、糖尿、低塩素血症、代謝性アシドーシスがみられ、安息香酸 Na
塩の摂取と尿細管の機能障害との関連が示唆された 14) 。 

・食品の保存料として使われる本物質及び本物質 Na塩の 1人あたり摂取量を、FDAが調査し
た結果、本物質で 0.9～34 mg/day、本物質 Na塩で 34～328 mg/dayと推定され、このレベル
の摂取量でヒトへの毒性影響の報告はなかった 15) 。 

・皮膚科の患者 2,045 人に、5％濃度の本物質 Na 塩でパッチテストを行った結果、陽性反応の
みられたのは 5 人（0.2％）のみであった 16) 。また、化粧品に対してアレルギーや刺激症状

があると考えられる患者 5,202人に本物質でパッチテストを行った結果、34人（0.7％）で陽
性反応がみられたのみであった 17) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口ばく露については、ヒトの知見から得られたNOAEL 312 mg/day（影響のみられない最高
用量）を採用し、アメリカでの調査から得られたものであることから、平均体重 70 kg で除し
た 4.5 mg/kg/dayを暫定無毒性量等に設定する。 
吸入ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた LOAEL 25 mg/m3（肺の間

質細胞浸潤、間質性線維症の増加）を採用し、ばく露状況で補正して 4.5 mg/m3とし、LOAEL
であることから 10で除し、試験期間が短いことから 10で除した 0.045 mg/m3を暫定無毒性量等

に設定する。 
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